
1 胡家草場漢簡「律令」と文帝刑制改革

は
じ
め
に

　

二
〇
一
八
年
、
湖
北
省
荊
州
市
荊
州
區
の
胡
家
草
場
第
一
二
號
墓
よ
り
大
量
の
簡
牘
が
出
土
し
た
（
１
）。

第
一
二
號
墓
の
出
土
器
物
の
形

狀
や
竹
簡
の
記
載
よ
り
、
被
葬
者
が
埋
葬
さ
れ
た
年
代
は
前
漢
の
文
帝
期
で
、
文
帝
後
元
年
（
紀
元
前
一
六
三
年
）
を
遡
る
も
の
で
は
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な
い
と
見
ら
れ
て
い
る
。

　

胡
家
草
場
漢
簡
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
文
書
が
含
ま
れ
て
い
る
が
、
本
稿
で
採
り
上
げ
た
い
の
は
「
律
令
」
で
あ
る
。
全
部
で
三
千
本
餘

り
の
竹
簡
に
律
令
の
條
文
が
記
さ
れ
て
い
る
。
律
は
「
□
律
」・「
旁
律
甲
」・「
旁
律
乙
」
の
三
卷
、
令
は
「
令
散
甲
」
と
そ
の
他
の
二

卷
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
た
。

　

二
〇
二
一
年
、
荊
州
博
物
館
・
武
漢
大
學
簡
帛
研
究
中
心
編
著
『
荊
州
胡
家
草
場
西
漢
簡
牘
選
粹
』（
以
下
『
選
粹
』
と
略
稱
）
が
出

版
さ
れ
、
胡
家
草
場
漢
簡
の
圖
版
と
釋
文
の
一
部
が
公
表
さ
れ
た
。
胡
家
草
場
漢
簡
の
圖
版
・
釋
文
は
そ
れ
以
前
に
お
い
て
も
、
胡
家

草
場
漢
簡
の
整
理
者
が
發
表
し
た
論
文
な
ど
の
中
で
掲
載
・
引
用
さ
れ
て
い
た
が
（
２
）、

ご
く
わ
ず
か
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。『
選
粹
』
の
出

版
に
よ
っ
て
、
我
々
は
あ
る
程
度
の
分
量
の
圖
版
・
釋
文
を
初
め
て
目
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。「
律
令
」
に
限
っ
て

い
え
ば
、『
選
粹
』
に
は
全
部
で
一
一
三
本
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
全
體
の
わ
ず
か
三
〇
分
の
一
に
過
ぎ
な
い
が
、
そ
れ
で
も
秦
漢
法

制
史
研
究
に
と
っ
て
極
め
て
重
要
な
條
文
が
い
く
つ
も
見
え
る
。

　

律
令
の
條
文
が
數
多
く
含
ま
れ
て
お
り
、
か
つ
既
に
圖
版
と
釋
文
が
全
面
的
に
公
表
さ
れ
て
い
る
簡
牘
羣
の
う
ち
、
最
も
時
代
が
新

し
い
の
は
、
こ
れ
ま
で
張
家
山
漢
簡
「
二
年
律
令
」
で
あ
っ
た
。
二
年
律
令
は
呂
后
二
年
（
紀
元
前
一
八
六
年
）
の
律
令
の
條
文
を
内

容
と
す
る
。
し
か
し
、
既
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
通
り
、
胡
家
草
場
漢
律
令
は
文
帝
十
三
年
（
前
一
六
七
年
）
に
行
わ
れ
た
肉
刑
廢
止
な

ど
の
改
革
以
降
の
も
の
で
あ
る
（
３
）。

近
年
の
研
究
に
よ
る
と
、
文
帝
は
文
帝
元
年
（
前
一
七
九
年
）
か
ら
同
十
三
年
（
前
一
六
七
年
）
へ
至

る
ま
で
、「
收
」
制
度
及
び
肉
刑
を
廢
止
し
（
４
）、

身
分
刑
を
勞
役
刑
へ
轉
換
し
て
刑
期
を
設
け
る
な
ど
（
後
述
）、
秦
か
ら
受
け
繼
が
れ
て

き
た
刑
罰
制
度
に
對
し
て
大
規
模
な
改
革
を
行
っ
た
。
し
か
し
、
今
日
知
ら
れ
て
い
る
漢
律
令
の
條
文
は
、
改
革
前
の
も
の
が
壓
倒
的

に
多
く
、
改
革
に
よ
っ
て
條
文
と
そ
の
内
容
が
具
體
的
に
ど
の
よ
う
に
改
め
ら
れ
た
の
か
、
必
ず
し
も
知
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。

胡
家
草
場
漢
律
令
の
出
土
は
、
改
革
直
後
の
狀
況
を
具
體
的
に
知
る
う
え
で
、
大
き
な
手
掛
か
り
を
も
た
ら
し
た
と
い
え
よ
う
。
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『
選
粹
』
で
は
ま
だ
一
部
の
簡
牘
が
公
表
さ
れ
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
の
で
、
胡
家
草
場
漢
簡
に
對
す
る
本
格
的
な
研
究
は
、
全
面
的

な
公
表
を
待
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
筆
者
に
と
っ
て
は
、
同
書
を
閲
覽
し
た
だ
け
で
も
數
多
く
の
發
見
が
あ
っ
た
。
本
稿
で
は
そ

れ
ら
の
う
ち
、
文
帝
刑
制
改
革
に
關
す
る
問
題
を
い
く
つ
か
採
り
上
げ
て
論
じ
る
。

第
一
節　

三
族
刑
の
再
制
定

　

三
族
刑
と
は
罪
人
の
「
三
族
」
す
な
わ
ち
父
母
・
妻
子
・
同
産
（
同
父
の
兄
弟
姉
妹
）
を
處
刑
す
る
刑
罰
で
あ
る
。
胡
家
草
場
漢
律

令
「
賊
律
」
に
は
こ
の
三
族
刑
を
法
定
刑
と
す
る
條
文
が
見
え
る
（
５
）。

以
城
邑
亭
鄣
反
・
降
諸
侯
、
及
守
乘
城
亭
鄣
、
諸
侯
人
來
功
（
攻
）
盜
、
不
堅
守
而
棄
去
之
、
若
降
之
、
及
謀
反
者
、
皆
要
斬
。

其
城
邑
反
・
降
、
及
守
乘
城
棄
去
若
降
之
、
及
謀
反
者
、
父
母
・
妻
子
・
同
産
無
少
長
皆
棄
市
。
謀
反
者
獄
具
、
二
千
石
官
案
掾

移
廷
、
廷
以
聞
、
有
報
、
乃
以
從
事
。
其
坐
謀
反
者
、
能
編
（
徧
）
捕
、
若
先
告
吏
、
皆
除
坐
者
罪
。（
第
二
一
簡
～
二
四
簡
）

　

以
前
、
筆
者
は
漢
初
に
お
け
る
三
族
刑
の
變
遷
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
た
（
６
）。

す
な
わ
ち
、
漢
は
當
初
秦
の
三
族
刑
を
受
け
繼

い
だ
が
、
呂
后
元
年
（
紀
元
前
一
八
七
年
）
に
廢
止
し
た
。
呂
后
八
年
（
前
一
八
〇
年
）
に
呂
后
が
死
去
す
る
と
、
太
尉
の
周
勃
と
朱
虚

侯
の
劉
章
ら
は
ク
ー
デ
タ
ー
を
起
こ
し
、
そ
れ
ま
で
政
權
を
掌
握
し
て
い
た
呂
氏
一
族
を
皆
殺
し
に
し
、
な
し
崩
し
的
に
三
族
刑
が
復

活
し
た
。
新
た
に
即
位
し
た
文
帝
は
元
年
（
前
一
七
九
年
）
に
再
度
三
族
刑
を
廢
止
し
た
が
、
後
元
年
（
前
一
六
三
年
）
に
新
垣
平
の
事

件
が
發
覺
し
、
新
垣
平
を
三
族
刑
に
處
し
た
。
文
帝
は
そ
の
と
き
か
、
あ
る
い
は
遲
く
と
も
後
七
年
（
前
一
五
七
年
）
ま
で
に
は
三
族

刑
を
再
制
定
し
た
、
と
。

　

以
上
の
鄙
見
を
論
文
と
し
て
最
初
に
發
表
し
た
の
は
二
〇
一
二
年
で
あ
り
、
胡
家
草
場
漢
簡
が
出
土
す
る
前
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
胡

家
草
場
漢
簡
は
ま
さ
に
文
帝
期
の
も
の
で
あ
る
か
ら
、
文
帝
期
に
お
け
る
三
族
刑
の
再
制
定
を
考
え
る
う
え
で
重
要
な
史
料
で
あ
り
、
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如
上
の
鄙
見
は
再
檢
討
を
要
す
る
こ
と
と
な
っ
た
次
第
で
あ
る
。

　

注
目
さ
れ
る
の
は
、
本
條
と
似
た
條
文
が
二
年
律
令
「
賊
律
」
に
も
見
え
る
こ
と
で
あ
る
（
７
）。

以
城
邑
亭
鄣
反
・
降
諸
侯
、
及
守
乘
城
亭
鄣
、
諸
侯
人
來
攻
盜
、
不
堅
守
而
棄
去
之
、
若
降
之
、
及
謀
反
者
、
皆
要
斬
。
其
父

母
・
妻
子
・
同
産
無
少
長
皆
棄
市
。
其
坐
謀
反
者
、
能
偏
（
徧
）
捕
、
若
先
告
吏
、
皆
除
坐
者
罪
。（
第
一
簡
・
二
簡
）

　

さ
ら
に
、『
選
粹
』
の
出
版
後
、
彭
浩
氏
は
論
文
を
一
篇
發
表
し
、
そ
の
中
で
こ
れ
ま
で
未
公
表
で
あ
っ
た
張
家
山
第
三
三
六
號
墓

出
土
漢
簡
「
賊
律
」
の
一
條
文
の
釋
文
を
公
表
し
、
こ
れ
ら
の
條
文
と
似
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
（
８
）。

以
城
邑
亭
鄣
反
・
降
諸
侯
、
及
守
乘
城
亭
鄣
、
諸
侯
人
來
攻
盜
、
不
堅
守
而
棄
去
之
、
若
降
之
、
及
謀
反
者
、
皆
要
斬
。

　

周
知
の
通
り
、
二
年
律
令
は
一
九
八
三
～
八
四
年
に
湖
北
省
荊
州
市
荊
州
區
の
張
家
山
第
二
四
七
號
墓
よ
り
出
土
し
た
文
書
で
あ
る

が
、
一
九
八
六
年
に
も
そ
の
附
近
の
張
家
山
第
三
三
六
號
墓
よ
り
竹
簡
羣
が
出
土
し
、
そ
の
中
に
は
律
令
の
條
文
を
内
容
と
す
る
文
書

が
含
ま
れ
て
い
る
。
第
三
三
六
號
墓
の
埋
葬
年
代
は
竹
簡
の
記
載
内
容
、
及
び
副
葬
さ
れ
て
い
た
陶
器
の
造
型
と
組
み
合
わ
せ
か
ら
、

上
限
が
文
帝
七
年
（
紀
元
前
一
七
三
年
）、
下
限
が
文
帝
十
三
年
（
前
一
六
七
年
）
よ
り
前
と
見
ら
れ
る
（
９
）。

第
三
三
六
號
墓
漢
簡
の
圖
版

と
釋
文
に
つ
い
て
は
、
近
々
『
張
家
山
漢
墓
竹
簡
［
三
三
六
號
墓
］』
の
出
版
が
豫
定
さ
れ
て
い
る
ら
し
い
が
（
（1
（

、
現
在
は
ま
だ
全
面
的

に
公
表
さ
れ
て
お
ら
ず
、
同
竹
簡
羣
の
整
理
者
ら
が
各
自
の
論
文
の
中
で
、
一
部
の
釋
文
を
公
表
し
て
い
る
の
み
で
あ
る
。

　

以
上
、
要
す
る
に
二
年
律
令
、
張
家
山
第
三
三
六
號
墓
出
土
漢
律
、
胡
家
草
場
漢
律
令
に
同
樣
の
條
文
が
見
え
る
こ
と
に
な
る
。
こ

れ
ら
三
者
の
條
文
を
比
較
す
る
と
、
次
の
通
り
に
な
る
。「
二
」
は
二
年
律
令
、「
三
」
は
張
家
山
第
三
三
六
號
墓
漢
律
、「
胡
」
は
胡

家
草
場
漢
律
令
を
示
す
も
の
と
す
る
。
ま
た
、
以
下
で
は
三
者
に
記
さ
れ
て
い
る
本
條
を
そ
れ
ぞ
れ
「
二
年
律
令
版
」・「
第
三
三
六
號

墓
版
」・「
胡
家
草
場
版
」
と
略
稱
す
る
。
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二　

以
城
邑
亭
鄣
反
・
降
諸
侯
、
及
守
乘
城
亭
鄣
、
諸
侯
人
來
攻
盜
、
不
堅
守
而
棄
去
之
、
若
降
之
、
及
謀
反
者
、
皆
要
斬
。

三　

以
城
邑
亭
鄣
反
・
降
諸
侯
、
及
守
乘
城
亭
鄣
、
諸
侯
人
來
攻
盜
、
不
堅
守
而
棄
去
之
、
若
降
之
、
及
謀
反
者
、
皆
要
斬
。

胡　

以
城
邑
亭
鄣
反
・
降
諸
侯
、
及
守
乘
城
亭
鄣
、
諸
侯
人
來
功
盜
、
不
堅
守
而
棄
去
之
、
若
降
之
、
及
謀
反
者
、
皆
要
斬
。

二　

其　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

父
母
・
妻
子
・
同
産
無
少
長
皆
棄
市
。

三　胡　

其
城
邑
反
・
降
、
及
守
乘
城
棄
去
若
降
之
、
及
謀
反
者
、
父
母
・
妻
子
・
同
産
無
少
長
皆
棄
市
。

二　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

其
坐
謀
反
者
、
能
偏
捕
、
若
先
告
吏
、
皆
除
坐
者
罪
。

三胡　

謀
反
者
獄
具
、
二
千
石
官
案
掾
移
廷
、
廷
以
聞
、
有
報
、
乃
以
從
事
。
其
坐
謀
反
者
、
能
編
捕
、
若
先
告
吏
、
皆
除
坐
者
罪
。

　

見
ら
れ
る
通
り
、
三
者
の
間
で
は
全
く
あ
る
い
は
ほ
と
ん
ど
同
じ
部
分
も
あ
れ
ば
、
他
に
比
し
て
記
述
自
體
を
完
全
に
欠
い
て
い
る

部
分
も
あ
る
。
こ
れ
ら
の
相
違
に
つ
い
て
彭
浩
氏
は
、
時
代
差
に
よ
る
も
の
と
解
し
て
い
る
（
（1
（

。
ま
ず
、
氏
は
第
三
三
六
號
墓
版
に
つ
い

て
、「
父
母
・
妻
子
・
同
産
無
少
長
皆
棄
市
」
と
い
う
三
族
刑
の
規
定
が
見
え
な
い
こ
と
、
同
じ
く
張
家
山
第
三
三
六
號
墓
出
土
の

「
七
年
質
日
」
よ
り
、
第
三
三
六
號
墓
漢
律
の
年
代
の
下
限
は
文
帝
元
年
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
、『
史
記
』
や
『
漢
書
』
で
は
文
帝
元
年

に
縁
坐
刑
を
廢
止
し
た
と
い
う
記
述
が
見
え
る
こ
と
か
ら
、
第
三
三
六
號
墓
版
は
文
帝
元
年
に
公
布
さ
れ
た
も
の
と
解
し
て
い
る
。
そ

し
て
、
胡
家
草
場
版
で
は
「
其
城
邑
反
・
降
、
及
守
乘
城
棄
去
若
降
之
、
及
謀
反
者
」
と
あ
る
の
を
、
二
年
律
令
版
で
は
「
其
」
で
指
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し
て
お
り
、
表
現
が
簡
潔
で
練
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
胡
家
草
場
版
の
年
代
は
二
年
律
令
版
よ
り
も
早
く
、
高
祖
期
の
も
の
で
あ
っ
た

可
能
性
を
指
摘
し
て
い
る
。

　

一
方
、
曹
旅
寧
氏
は
、
胡
家
草
場
版
は
第
三
三
六
號
墓
版
よ
り
も
遲
く
、
文
帝
後
期
あ
る
い
は
景
帝
初
期
の
條
文
と
解
し
て
い
る
（
（1
（

。

　

以
上
の
問
題
に
つ
い
て
、
私
は
次
の
よ
う
に
考
え
る
。
彭
浩
氏
が
指
摘
す
る
通
り
、
確
か
に
二
年
律
令
版
の
方
が
胡
家
草
場
版
よ
り

も
洗
練
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
彭
氏
の
解
釋
を
補
充
す
る
と
、
胡
家
草
場
版
の
場
合
、「
①
以
城
邑
亭
鄣
反
・
降
諸
侯
、
及
守

乘
城
亭
鄣
、
諸
侯
人
來
功
（
攻
）
盜
、
不
堅
守
而
棄
去
之
、
若
降
之
、
及
謀
反
者
、
皆
要
斬
。
其
②
城
邑
反
・
降
、
及
守
乘
城
棄
去
若

降
之
、
及
謀
反
者
、
父
母
・
妻
子
・
同
産
無
少
長
皆
棄
市
」
と
あ
り
、
傍
線
①
で
既
に
述
べ
ら
れ
た
こ
と
を
、
や
や
省
略
は
あ
る
も
の

の
、
傍
線
②
で
も
う
一
度
繰
り
返
し
述
べ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
二
年
律
令
版
で
は
こ
れ
を
「
其
」
と
い
う
代
名
詞
を
用
い

る
こ
と
で
、
繰
返
し
を
避
け
て
い
る
。

　

ま
た
、
二
年
律
令
版
と
第
三
三
六
號
墓
版
で
は
「
攻
盜
」
と
あ
る
が
、
胡
家
草
場
版
で
は
「
功
盜
」
に
作
る
。「
功
」
は
「
攻
」
の

通
假
字
で
、
本
來
の
意
味
か
ら
す
る
と
「
攻
」
に
作
る
べ
き
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
二
年
律
令
版
と
第
三
三
六
號
墓
版
の
方
が
、
用
字

に
お
い
て
も
洗
練
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。

　

し
か
し
、
胡
家
草
場
版
が
二
年
律
令
版
よ
り
早
い
と
す
る
點
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
疑
問
を
感
じ
ざ
る
を
え
な
い
。

　

第
一
に
、
次
節
以
降
で
檢
討
す
る
通
り
、
胡
家
草
場
漢
律
令
に
は
文
帝
刑
制
改
革
を
經
た
痕
跡
が
隨
所
に
認
め
ら
れ
る
。
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
本
條
の
み
高
祖
期
の
條
文
と
い
う
こ
と
は
あ
り
え
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

第
二
に
、
胡
家
草
場
版
が
二
年
律
令
版
よ
り
前
と
す
る
と
、
な
ぜ
胡
家
草
場
漢
律
令
に
は
、
よ
り
洗
練
さ
れ
た
二
年
律
令
版
の
方
で

は
な
く
、
胡
家
草
場
版
の
方
が
收
録
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

第
三
に
、
確
か
に
二
年
律
令
版
と
第
三
三
六
號
墓
版
は
、
胡
家
草
場
版
に
比
し
て
洗
練
さ
れ
て
い
る
が
、
後
者
に
は
前
者
に
な
い
規
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定
が
見
え
る
。
そ
れ
は
「
謀
反
者
獄
具
、
二
千
石
官
案
掾
移
廷
、
廷
以
聞
、
有
報
、
乃
以
從
事
」
の
部
分
で
あ
る
。
こ
れ
は
謀
反
の
罪

を
裁
く
手
續
に
つ
い
て
定
め
た
も
の
で
（
後
述
）、
本
來
必
要
不
可
欠
な
規
定
で
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
わ
ざ
わ

ざ
こ
の
部
分
を
削
除
し
て
、
二
年
律
令
版
や
第
三
三
六
號
墓
版
が
で
き
た
と
は
考
え
が
た
い
。

　

以
上
か
ら
筆
者
は
、
胡
家
草
場
版
は
二
年
律
令
版
と
第
三
三
六
號
墓
版
よ
り
早
い
時
代
の
も
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
そ
れ
よ
り
も
後

に
で
き
た
も
の
と
考
え
る
。
そ
う
い
う
意
味
で
は
、
曹
旅
寧
氏
の
説
の
方
が
鄙
見
に
近
い
。
さ
ら
に
い
え
ば
、
胡
家
草
場
版
は
文
帝
後

元
年
以
降
に
お
け
る
三
族
刑
の
再
制
定
に
伴
っ
て
定
め
ら
れ
た
條
文
と
考
え
ら
れ
る
。
お
そ
ら
く
、
文
帝
が
詔
を
下
し
て
三
族
刑
を
再

制
定
し
た
が
、
再
制
定
さ
れ
た
部
分
を
官
吏
が
書
き
寫
し
た
と
き
、「
其
」
と
省
略
せ
ず
に
直
接
既
存
の
律
に
組
み
込
ん
だ
た
め
、
か

く
も
表
現
が
洗
練
さ
れ
て
い
な
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
胡
家
草
場
第
一
二
號
墓
の
埋
葬
年
代
は
、
文
帝
後
元
年
を
下
限
と
す
る
と
さ

れ
て
い
る
。
す
る
と
、
文
帝
は
後
七
年
を
待
つ
ま
で
も
な
く
、
後
元
年
に
三
族
刑
を
正
式
に
再
制
定
し
て
い
た
こ
と
に
な
ろ
う
。

　

胡
家
草
場
版
で
は
「
謀
反
者
獄
具
、
二
千
石
官
案
掾
移
廷
、
廷
以
聞
、
有
報
、
乃
以
從
事
」
い
う
規
定
が
あ
る
が
、
こ
れ
を
言
葉
を

補
い
な
が
ら
譯
す
と
、
次
の
通
り
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

　
〔
縣
・
道
に
お
い
て
〕
謀
反
事
件
の
審
理
が
終
了
し
た
ら
、「
二
千
石
官
」（
郡
守
）
は
こ
れ
を
審
査
し
て
廷
尉
へ
文
書
を
送
り
、

廷
尉
は
皇
帝
へ
上
書
し
、
刑
罰
を
執
行
す
る
よ
う
皇
帝
か
ら
回
答
が
あ
れ
ば
、
そ
の
通
り
に
執
行
す
る
。

　

秦
・
漢
に
お
い
て
は
、
刑
事
事
件
の
審
理
は
ま
ず
各
地
の
縣
・
道
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
の
が
原
則
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
謀
反
事
件

に
つ
い
て
は
、
縣
・
道
は
最
終
的
な
判
決
を
下
し
て
刑
罰
を
執
行
す
る
權
限
が
な
く
、
審
理
の
結
果
を
郡
へ
送
り
、
郡
守
が
さ
ら
に
審

査
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
郡
は
さ
ら
に
中
央
の
廷
尉
へ
文
書
を
送
る
。
本
條
に
は
「
移
廷
、
廷
以
聞
」
と
あ
る
だ
け
で
、

あ
た
か
も
廷
尉
は
郡
か
ら
受
け
と
っ
た
文
書
を
そ
の
ま
ま
皇
帝
へ
上
書
す
る
だ
け
の
ご
と
く
に
記
さ
れ
て
い
る
が
、
廷
尉
は
司
法
を
專

門
と
す
る
機
關
・
官
吏
で
あ
る
か
ら
、
お
そ
ら
く
廷
尉
で
も
審
理
が
行
わ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
廷
尉
が
皇
帝
へ
上
書
し
、
刑
罰
を
執
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行
す
る
よ
う
皇
帝
か
ら
回
答
が
あ
れ
ば
、
刑
罰
が
執
行
さ
れ
る
。

　

要
す
る
に
、
後
世
の
前
近
代
中
國
法
に
見
ら
れ
る
「
必
要
的
覆
審
制
」
が
行
わ
れ
て
い
た
と
い
え
る
。
必
要
的
覆
審
制
と
は
滋
賀
秀

三
氏
の
造
語
で
、「
事
案
を
す
べ
て
ま
ず
下
級
機
關
で
取
扱
わ
せ
な
が
ら
、
他
面
そ
の
決
定
權
は
、
事
の
重
要
さ
に
應
じ
、
一
定
の
上

級
機
關
の
手
に
留
保
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
重
要
な
事
案
は
い
わ
ば
自
動
的
に
幾
つ
か
の
審
級
を
重
ね
る
よ
う
に
定
め
た
仕
組
」
を
い

う
（
（1
（

。
例
え
ば
、
清
代
の
場
合
、
縣
あ
る
い
は
州
が
ま
ず
事
件
の
審
理
を
行
う
が
、
被
疑
者
の
行
爲
が
徒
以
上
の
刑
罰
に
あ
た
る
場
合
、

縣
・
州
は
判
決
を
下
し
て
刑
罰
を
執
行
す
る
權
限
が
な
く
、
認
定
さ
れ
た
事
實
と
法
の
適
用
の
原
案
を
文
書
と
し
て
作
成
し
、
被
疑
者

の
身
柄
と
と
も
に
府
へ
送
る
も
の
と
さ
れ
て
い
た
。

　

必
要
的
覆
審
制
が
遲
く
と
も
漢
初
よ
り
存
在
し
た
こ
と
は
、『
選
粹
』
が
出
版
さ
れ
る
以
前
よ
り
知
ら
れ
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
二

年
律
令
「
興
律
」
に
、

縣
道
官
所
治
死
罪
及
過
失
・
戲
而
殺
人
、
獄
已
具
、
勿
庸
論
、
上
獄
屬
所
二
千
石
官
。
二
千
石
官
令
毋
害
都
吏
復
案
、
問
（
聞
）

二
千
石
官
。
二
千
石
官
・
丞
謹
掾
、
當
論
、
乃
告
縣
道
官
以
從
事
。
徹
侯
邑
上
在
所
郡
守
。（
第
三
九
六
簡
・
三
九
七
簡
）

と
あ
り
、
死
罪
及
び
「
過
失
殺
人
」（「
過
失
」
に
よ
っ
て
人
を
死
に
至
ら
し
め
た
こ
と
）・「
戲
殺
人
」（
双
方
が
互
い
に
了
承
の
う
え
で
危
險

な
行
爲
を
行
い
、
相
手
を
死
に
至
ら
し
め
た
こ
と
）
に
あ
た
る
事
件
の
場
合
（
（1
（

、
縣
・
道
は
審
理
を
終
え
て
も
刑
罰
を
執
行
し
て
は
な
ら
ず
、

そ
の
縣
・
道
が
所
屬
す
る
郡
守
へ
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
郡
守
は
都
吏
に
再
審
理
を
行
わ
せ
、
都
吏
は
そ
の
結
果
を
郡
守

に
報
告
す
る
。
郡
守
と
丞
は
そ
の
結
果
を
さ
ら
に
審
理
し
（
（1
（

、
刑
罰
を
執
行
す
べ
き
と
判
斷
し
た
場
合
、
縣
・
道
へ
通
告
し
て
刑
罰
を
執

行
さ
せ
る
、
と
定
め
ら
れ
て
い
る
。
胡
家
草
場
版
の
「
謀
反
者
獄
具
、
二
千
石
官
案
掾
移
廷
、
廷
以
聞
、
有
報
、
乃
以
從
事
」
は
い
わ

ば
本
條
の
特
別
規
定
で
あ
っ
て
、
謀
反
も
本
來
な
ら
ば
死
罪
で
あ
る
が
、
郡
に
よ
る
再
審
理
の
み
な
ら
ず
、
特
別
に
廷
尉
に
よ
る
審

理
、
皇
帝
に
よ
る
批
准
を
經
る
も
の
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
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二
年
律
令
第
三
九
六
簡
・
三
九
七
簡
に
お
い
て
必
要
的
覆
審
制
を
定
め
て
い
る
の
は
、
少
な
く
と
も
「
死
罪
」
に
限
っ
て
い
え
ば
、

死
刑
の
適
用
に
愼
重
を
期
し
、
冤
罪
を
防
ぐ
た
め
と
考
え
ら
れ
る
（
（1
（

。
胡
家
草
場
版
に
お
い
て
、
謀
反
に
對
し
て
縣
・
道
及
び
郡
に
よ
る

審
理
の
み
な
ら
ず
、
さ
ら
に
廷
尉
の
審
理
、
皇
帝
の
批
准
を
必
要
と
し
て
い
る
の
も
、
な
お
一
層
愼
重
な
審
理
を
期
す
る
た
め
で
あ
ろ

う
。
謀
反
は
有
罪
が
確
定
し
、
法
定
刑
通
り
に
刑
罰
が
執
行
さ
れ
る
場
合
、
犯
人
も
ろ
と
も
三
族
皆
殺
し
と
い
う
重
大
な
結
果
を
招

く
。
し
か
も
、
謀
反
は
「
反
」
す
な
わ
ち
反
逆
が
實
行
に
移
さ
れ
る
前
の
段
階
で
あ
り
、
被
疑
者
が
本
當
に
反
逆
を
企
て
て
い
た
の
か

愼
重
に
判
斷
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
謀
反
に
つ
い
て
は
廷
尉
の
審
理
、
皇
帝
の
批
准
を
加
え
、
必
要
的
覆
審
制
を
強
化
し
た

の
で
あ
ろ
う
。

　

一
方
、「
以
城
邑
亭
鄣
反
・
降
諸
侯
、
及
守
乘
城
亭
鄣
、
諸
侯
人
來
功
（
攻
）
盜
、
不
堅
守
而
棄
去
之
、
若
降
之
」
す
な
わ
ち
「
反
」

や
敵
方
へ
の
投
降
、
防
衞
施
設
の
放
棄
な
ど
は
、
廷
尉
に
よ
る
審
理
、
皇
帝
に
よ
る
批
准
の
對
象
と
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
れ
は
謀
反
と

異
な
り
、
犯
罪
が
實
行
に
移
さ
れ
、
罪
狀
が
比
較
的
明
確
な
場
合
が
多
い
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。

　
「
謀
反
者
獄
具
、
二
千
石
官
案
掾
移
廷
、
廷
以
聞
、
有
報
、
乃
以
從
事
」
の
部
分
は
二
年
律
令
版
と
第
三
三
六
號
墓
版
に
見
え
な
い
。

し
か
し
、
こ
の
部
分
が
文
帝
後
元
年
に
至
っ
て
初
め
て
制
定
さ
れ
た
と
は
限
ら
な
い
。
二
年
律
令
と
第
三
三
六
號
墓
漢
律
で
は
別
條
に

定
め
ら
れ
て
い
た
か
、
あ
る
い
は
單
に
筆
寫
者
が
省
略
し
た
だ
け
か
も
し
れ
な
い
。

　

最
後
に
、
胡
家
草
場
版
に
つ
い
て
一
つ
提
示
し
て
お
き
た
い
問
題
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
胡
家
草
場
版
の
中
に
「
其
城
邑
反
・
降
、

及
守
乘
城
棄
去
若
降
之
、
及
謀
反
者
」
と
あ
り
、
こ
れ
は
先
述
の
通
り
冒
頭
の
「
以
城
邑
亭
鄣
反
・
降
諸
侯
、
及
守
乘
城
亭
鄣
、
諸
侯

人
來
功
（
攻
）
盜
、
不
堅
守
而
棄
去
之
、
若
降
之
、
及
謀
反
者
」
の
部
分
を
繰
り
返
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
、
異
な
る
部
分
も
あ

る
。
す
な
わ
ち
、
冒
頭
で
は
「
以
城
邑
亭
鄣
反
・
降
諸
侯
」
と
あ
る
の
に
對
し
、
繰
返
部
分
で
は
「
城
邑
反
・
降
」
と
あ
る
の
み
で
あ

る
。「
諸
侯
」
の
部
分
は
單
に
省
略
さ
れ
て
い
る
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
繰
返
部
分
で
は
「
亭
鄣
」
を
欠
く
。
そ
れ
ゆ
え
、
胡
家

（216）



10

草
場
版
を
嚴
格
に
解
釋
す
れ
ば
、
胡
家
草
場
版
で
は
二
年
律
令
版
と
異
な
り
、
亭
・
障
を
守
っ
て
い
た
者
が
反
逆
し
た
り
、
諸
侯
國
側

へ
投
降
し
た
場
合
、
三
族
刑
の
對
象
と
な
ら
な
か
っ
た
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
同
じ
く
冒
頭
部
分
で
は
「
守
乘
城
亭
鄣
、
諸
侯
人
來
功

（
攻
）
盜
、
不
堅
守
而
棄
去
之
、
若
降
之
」
と
あ
る
の
に
對
し
、
繰
返
部
分
で
は
「
守
乘
城
棄
去
若
降
之
」
と
あ
り
、
や
は
り
亭
・
障

に
關
す
る
規
定
を
欠
く
。
し
か
し
、
謀
反
と
い
う
企
て
の
段
階
で
も
三
族
刑
に
處
さ
れ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
亭
・
障
ご
と
反
旗
を
翻
し

た
場
合
に
三
族
刑
に
處
さ
れ
な
か
っ
た
と
は
考
え
が
た
い
。
よ
っ
て
、「
亭
鄣
」
も
省
略
さ
れ
て
い
る
だ
け
な
の
で
あ
ろ
う
。

第
二
節　

身
分
刑
か
ら
勞
役
刑
へ

　

秦
・
漢
で
は
「
城
旦
舂
」・「
鬼
薪
白
粲
」・「
隸
臣
妾
」・「
司
寇
」
な
ど
、
勞
役
に
從
事
す
る
刑
罰
が
設
け
ら
れ
て
い
た
。
こ
れ
ら
は

刑
罰
の
名
稱
で
あ
る
と
同
時
に
、
こ
れ
ら
の
刑
罰
を
受
け
て
い
る
者
の
名
稱
で
も
あ
っ
た
。
漢
代
に
つ
い
て
記
し
た
傳
世
文
獻
に
よ
る

と
、
こ
れ
ら
の
刑
罰
に
は
そ
れ
ぞ
れ
刑
期
が
設
け
ら
れ
て
い
た
。
一
九
七
五
年
に
睡
虎
地
秦
簡
が
出
土
し
、
間
も
な
く
そ
の
釋
文
が
公

表
さ
れ
る
と
、
秦
で
も
こ
れ
ら
の
刑
罰
が
設
け
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
、
秦
で
も
こ
れ
ら
の
刑
罰
に
刑
期
が
設
け
ら
れ
て
い
た

と
當
然
の
よ
う
に
理
解
さ
れ
た
（
（1
（

。
し
か
し
、
こ
れ
ら
を
有
期
勞
役
刑
と
し
て
理
解
す
る
と
、
明
ら
か
に
矛
盾
す
る
問
題
が
多
數
浮
上

し
、
秦
及
び
文
帝
十
三
年
ま
で
の
漢
で
は
、
こ
れ
ら
の
刑
罰
に
は
刑
期
が
設
け
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
と
理
解
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

さ
ら
に
、
二
〇
〇
一
年
に
二
年
律
令
の
圖
版
と
釋
文
が
初
め
て
公
表
さ
れ
る
と
、
秦
及
び
文
帝
十
三
年
以
前
の
漢
に
お
い
て
は
、
城
旦

舂
以
下
は
一
種
の
身
分
で
あ
っ
て
、
こ
れ
ら
の
身
分
に
降
格
さ
せ
る
こ
と
が
刑
罰
と
し
て
の
城
旦
舂
以
下
で
あ
っ
た
と
理
解
さ
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
。
要
す
る
に
、
城
旦
舂
以
下
は
い
わ
ゆ
る
「
身
分
刑
」
で
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
文
帝
十
三
年
に
刑
期
が
設
け

ら
れ
、
こ
れ
ら
の
身
分
刑
は
一
定
期
間
服
役
す
る
勞
役
刑
へ
變
化
し
た
、
と
い
う
の
が
今
日
で
は
通
説
的
理
解
で
あ
る
と
い
っ
て
よ

い
。
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胡
家
草
場
漢
律
令
に
は
、
文
帝
刑
制
改
革
に
よ
っ
て
こ
れ
ら
の
刑
罰
が
確
か
に
勞
役
刑
化
し
た
こ
と
を
裏
づ
け
る
條
文
が
い
く
つ
か

見
え
る
。

一
、
司
寇
と
耐

　

秦
漢
律
令
に
は
「
耐
」
と
い
う
刑
罰
が
見
え
る
。
耐
と
は
ひ
げ
を
剃
り
落
す
刑
罰
で
、
鬼
薪
白
粲
・
隸
臣
妾
・
司
寇
の
い
ず
れ
か
と

組
み
合
わ
せ
て
適
用
さ
れ
る
の
が
原
則
で
あ
っ
た
。
二
年
律
令
「
具
律
」
に
は
、

有
罪
當
耐
、
其
灋
不
名
耐
者
、
庶
人
以
上
耐
爲
司
寇
、
司
寇
耐
爲
隸
臣
妾
。（
第
九
〇
簡
）

と
あ
り
、
法
定
刑
が
「
耐
」
と
の
み
記
さ
れ
て
い
る
場
合
、
庶
人
以
上
の
身
分
の
者
で
あ
れ
ば
耐
司
寇
、
司
寇
で
あ
れ
ば
耐
隸
臣
妾
に

處
す
る
と
定
め
ら
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
二
年
律
令
「
賊
律
」
に
は
、

船
人
渡
人
而
流
殺
人
、
耐
之
。（
第
六
簡
）

同
「
亡
律
」
に
は
、

吏
民
亡
、
盈
卒
歳
、
耐
。（
中
略
）
其
自
出
殹
（
也
）、
笞
五
十
。
給
逋
事
、
皆
籍
亡
日
。
軵
數
盈
卒
歳
而
得
、
亦
耐
之
。（
第
一
五

七
簡
）

と
あ
り
、
法
定
刑
と
し
て
「
耐
」
あ
る
い
は
「
耐
之
」
と
記
さ
れ
て
い
る
の
み
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
は
庶
人
以
上
で
あ
れ
ば
耐
司
寇
、

司
寇
で
あ
れ
ば
耐
隸
臣
妾
と
理
解
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
よ
う
な
規
定
形
式
は
秦
で
も
同
樣
で
あ
っ
た
ら
し
く
、
例
え
ば
睡
虎

地
秦
簡
「
秦
律
雜
抄
」
に
、

●
分
甲
以
爲
二
甲
蒐
者
、
耐
。（
第
七
簡
）

と
あ
る
。
た
だ
し
、
耐
隸
臣
妾
は
法
定
刑
と
し
て
明
記
さ
れ
て
い
る
條
文
も
あ
っ
た
。
例
え
ば
、
二
年
律
令
「
賊
律
」
に
、
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毀
封
、
以
它
完
封
印
印
之
、
耐
爲
隸
臣
妾
。（
第
一
六
簡
）

と
あ
る
ご
と
く
で
あ
る
。
こ
れ
は
司
寇
が
耐
に
あ
た
る
罪
を
犯
し
た
場
合
を
想
定
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
庶
人
以
上
で
あ
っ
て
も

耐
隸
臣
妾
に
處
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
場
合
、
法
定
刑
を
「
耐
」
と
省
略
す
る
こ
と
は
な
い
。
一
方
、「
耐
爲
司
寇
」
と
い
う
法
定
刑

が
條
文
に
記
載
さ
れ
る
こ
と
は
、
二
年
律
令
及
び
そ
れ
以
前
の
律
令
で
は
例
を
見
な
い
。

　

と
こ
ろ
が
、
胡
家
草
場
漢
律
令
の
う
ち
既
公
表
部
分
に
限
っ
て
い
え
ば
、
各
條
文
で
は
法
定
刑
と
し
て
逐
一
「
耐
爲
司
寇
」
と
明
記

さ
れ
て
お
り
、
法
定
刑
と
し
て
「
耐
」
と
の
み
記
さ
れ
て
い
る
例
は
見
え
な
い
。
す
な
わ
ち
、「
賊
律
」
に
、

船
人
渡
人
而
流
殺
人
、
耐
爲
司
寇
。（
第
二
六
簡
）

「
亡
律
」
に
、

吏
民
亡
、
盈
卒
歳
、
耐
爲
司
寇
。（
中
略
）
其
自
出
也
、
罰
金
一
兩
。
拾
（
給
）
逋
事
、
皆
籍
亡
日
。
軵
數
盈
卒
歳
而
得
、
亦
耐

爲
司
寇
。（
第
三
三
簡
・
三
四
簡
）

と
あ
る
ご
と
く
で
あ
る
。
前
者
は
前
掲
の
二
年
律
令
第
六
簡
、
後
者
は
第
一
五
七
簡
と
ほ
ぼ
同
じ
條
文
で
あ
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

「
耐
」
と
省
略
せ
ず
、
逐
一
「
耐
爲
司
寇
」
と
明
記
し
て
い
る
。

　

胡
家
草
場
漢
律
令
に
お
い
て
「
耐
爲
司
寇
」
と
明
記
さ
れ
て
い
る
の
は
、
文
帝
刑
制
改
革
に
よ
っ
て
司
寇
が
勞
役
刑
と
化
し
た
こ
と

を
反
映
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
文
帝
刑
制
改
革
よ
り
前
に
お
い
て
は
司
寇
に
處
さ
れ
る
と
、
恩
赦
な
ど
に
よ
り
赦
免
さ
れ
な
い
限
り

は
、
一
生
司
寇
の
身
分
の
ま
ま
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
司
寇
は
か
な
り
の
人
數
が
お
り
、
彼
ら
が
さ
ら
に
罪
を
犯
す
場
合
を
想
定
し

て
處
罰
規
定
を
設
け
る
必
要
性
が
高
か
っ
た
。
し
か
し
、
文
帝
刑
制
改
革
の
結
果
、
司
寇
に
は
わ
ず
か
二
年
間
の
刑
期
が
設
け
ら
れ
、

司
寇
の
人
數
が
激
減
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
數
少
な
く
な
っ
た
司
寇
が
わ
ず
か
二
年
の
間
に
、
一
般
人
な
ら
ば
耐
司
寇
に

處
さ
れ
る
罪
を
犯
し
た
場
合
と
い
う
、
極
め
て
特
殊
な
狀
況
を
想
定
し
て
規
定
を
設
け
る
必
要
性
が
薄
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
も
っ
と
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も
、
刑
徒
と
し
て
服
役
中
の
者
が
罪
を
犯
し
た
場
合
、
や
は
り
一
般
人
と
は
異
な
る
何
ら
か
の
制
裁
が
加
え
ら
れ
た
は
ず
で
あ
り
、
そ

れ
は
別
條
に
お
い
て
定
め
ら
れ
て
い
た
と
推
測
さ
れ
る
。

二
、
耐
鬼
薪
白
粲
の
一
般
化

　

秦
律
令
及
び
二
年
律
令
ま
で
の
漢
律
令
で
は
、
耐
鬼
薪
白
粲
は
特
殊
な
身
分
の
者
に
限
っ
て
適
用
さ
れ
る
刑
罰
で
あ
っ
た
（
（1
（

。
例
え

ば
、
二
年
律
令
「
具
律
」
に
は
、

上
造
・
上
造
妻
以
上
、
及
内
公
孫
・
外
公
孫
・
内
公
耳
玄
孫
有
罪
、
其
當
刑
及
當
爲
城
旦
舂
者
、
耐
以
爲
鬼
薪
白
粲
。（
第
八
二

簡
）

と
あ
り
、「
上
造
」
以
上
の
爵
位
を
有
す
る
者
と
そ
の
妻
、
及
び
一
部
の
皇
族
や
そ
の
外
戚
は
、
肉
刑
あ
る
い
は
城
旦
舂
に
あ
た
る
罪

を
犯
し
た
場
合
、
耐
鬼
薪
白
粲
に
處
す
る
と
定
め
ら
れ
て
い
る
。
要
す
る
に
、
彼
ら
に
は
肉
刑
と
城
旦
舂
の
適
用
を
免
除
さ
れ
、
耐
鬼

薪
白
粲
に
減
刑
さ
れ
る
特
權
が
與
え
ら
れ
て
い
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
胡
家
草
場
漢
律
令
に
は
、
耐
鬼
薪
白
粲
が
特
殊
な
身
分
の
者
に
限
ら
れ
ず
、
犯
罪
の
法
定
刑
と
し
て
設
け
ら
れ
て
い
る

條
文
が
見
え
る
。

盜
臧
（
贓
）
直
（
値
）
六
百
錢
以
上
、
髡
爲
城
旦
舂
。
不
盈
到
五
百
、
完
爲
城
旦
舂
。
不
盈
到
四
百
、
耐
爲
鬼
薪
白
粲
。
不
盈
到

三
百
、
耐
爲
隸
臣
妾
。
不
盈
到
二
百
、
耐
爲
司
寇
。
不
盈
到
百
、
罰
金
八
兩
。
不
盈
到
一
錢
、
罰
金
（「
盜
律
」、
第
一
四
簡
・
一

五
簡
）

　

本
條
は
竊
盜
罪
の
處
罰
を
定
め
た
も
の
で
、
竊
取
し
た
財
物
の
價
値
に
應
じ
、
法
定
刑
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
竊

取
し
た
財
物
が
五
〇
〇
錢
未
滿
か
つ
四
〇
〇
錢
以
上
に
相
當
す
る
場
合
、
耐
鬼
薪
白
粲
に
處
さ
れ
る
。
ち
な
み
に
、
二
年
律
令
「
盜
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律
」
に
は
、

盜
臧
（
贓
）
直
（
値
）
過
六
百
六
十
錢
、
黥
爲
城
旦
舂
。
六
百
六
十
到
二
百
廿
錢
、
完
爲
城
旦
舂
。
不
盈
二
百
廿
到
百
一
十
錢
、

耐
爲
隸
臣
妾
。
不
盈
百
一
十
到
廿
二
錢
、
罰
金
四
兩
。
不
盈
廿
二
錢
到
一
錢
、
罰
金
一
兩
。（
第
五
五
簡
・
五
六
簡
）

と
あ
り
、
本
條
に
相
當
す
る
條
文
が
見
え
る
が
、
耐
鬼
薪
白
粲
は
法
定
刑
と
し
て
設
け
ら
れ
て
い
な
い
。

　

こ
の
よ
う
に
、
も
は
や
身
分
と
は
何
の
關
係
も
な
く
、
耐
鬼
薪
白
粲
が
法
定
刑
の
一
つ
と
し
て
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
れ

と
い
う
の
も
、
耐
鬼
薪
白
粲
が
單
な
る
勞
役
刑
と
化
し
、
事
實
上
刑
期
を
示
す
指
標
と
し
て
の
意
味
し
か
持
ち
え
な
く
な
っ
た
た
め
で

あ
ろ
う
。

三
、
繫
城
旦
舂
の
廢
止

　
「
繫
城
旦
舂
」
は
秦
律
令
及
び
二
年
律
令
ま
で
の
漢
律
令
に
見
え
、
一
時
的
に
城
旦
舂
と
し
て
服
役
す
る
刑
罰
で
あ
る
。
先
述
の
通

り
、
當
時
の
城
旦
舂
は
本
來
身
分
を
降
格
さ
せ
る
刑
罰
で
あ
る
が
、
繫
城
旦
舂
は
服
役
期
間
が
滿
了
す
れ
ば
赦
免
さ
れ
る
。

　

と
こ
ろ
が
、
胡
家
草
場
漢
律
令
の
う
ち
既
公
表
部
分
に
は
繫
城
旦
舂
が
見
え
ず
、
し
か
も
二
年
律
令
で
は
繫
城
旦
舂
に
處
さ
れ
て
い

た
行
爲
が
、
胡
家
草
場
漢
律
令
で
は
他
の
刑
罰
に
置
き
換
え
ら
れ
て
い
る
例
が
見
え
る
。
す
な
わ
ち
、
二
年
律
令
「
亡
律
」
に
、

吏
民
亡
、
盈
卒
歳
、
耐
。
不
盈
卒
歳
、

（
繫
）
城
旦
舂
。（
第
一
五
七
簡
）

と
あ
り
、
吏
・
民
が
逃
亡
し
、
逃
亡
期
間
が
一
年
に
滿
た
な
い
場
合
、
繫
城
旦
舂
に
處
す
る
と
定
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
と
ほ
ぼ
同
じ

條
文
が
胡
家
草
場
漢
律
令
「
亡
律
」
に
、

吏
民
亡
、
盈
卒
歳
、
耐
爲
司
寇
。
不
盈
卒
歳
、
作
官
府
、
償
亡
日
。（
第
三
三
簡
）

と
あ
り
、
逃
亡
期
間
が
一
年
未
滿
の
場
合
、
官
府
で
勞
役
に
從
事
さ
せ
、
逃
亡
し
た
日
數
分
の
勞
役
を
償
わ
せ
る
と
定
め
ら
れ
て
い

（211）



15 胡家草場漢簡「律令」と文帝刑制改革

る
。
こ
の
よ
う
に
、
繫
城
旦
舂
が
他
の
刑
罰
に
置
き
換
え
ら
れ
た
の
も
、
文
帝
十
三
年
以
降
で
は
城
旦
舂
自
體
が
有
期
勞
役
刑
化
し
、

一
時
的
に
城
旦
舂
と
す
る
意
味
が
な
く
な
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
胡
家
草
場
漢
律
令
の
全
て
が
公
表
さ
れ
な
い
と
斷
言
は
で
き
な
い

が
、
お
そ
ら
く
繋
城
旦
舂
は
文
帝
十
三
年
に
廢
止
さ
れ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

第
三
節　

肉
刑
の
廢
止
と
隱
官

　
『
漢
書
』
卷
二
三
刑
法
志
に
、

丞
相
張
蒼
・
御
史
大
夫
馮
敬
奏
言
（
中
略
）
臣
謹
議
請
定
律
曰
（
中
略
）
當
黥
者
、
髠
鉗
爲
城
旦
舂
。
當
劓
者
、
笞
三
百
。
當
斬

左
止
者
、
笞
五
百
。
當
斬
右
止
、
及
殺
人
先
自
告
、
及
吏
坐
受
賕
枉
法
、
守
縣
官
財
物
而
即
盜
之
、
已
論
命
復
有
笞
罪
者
、
皆
棄

市
。（
中
略
）
制
曰
、
可
。

と
あ
り
、
文
帝
十
三
年
に
は
肉
刑
が
廢
止
さ
れ
、「
斬
右
趾
」（
右
足
の
指
を
斬
り
落
す
）
は
棄
市
、「
斬
左
趾
」（
左
足
の
指
を
斬
り
落
す
）

は
「
笞
五
百
」、「
劓
」（
鼻
を
削
ぎ
落
す
）
は
「
笞
三
百
」、「
黥
」（
顏
面
に
入
れ
墨
を
施
す
）
は
「
髠
鉗
」（
頭
髮
を
剃
り
落
し
、
首
枷
を

は
め
る
）
に
そ
れ
ぞ
れ
改
め
ら
れ
た
。
胡
家
草
場
漢
律
令
に
は
明
ら
か
に
肉
刑
廢
止
後
の
條
文
が
見
え
る
。

盜
臧
（
贓
）
直
（
値
）
六
百
錢
以
上
、
髡
爲
城
旦
舂
。
不
盈
到
五
百
、
完
爲
城
旦
舂
。
不
盈
到
四
百
、
耐
爲
鬼
薪
白
粲
。
不
盈
到

三
百
、
耐
爲
隸
臣
妾
。
不
盈
到
二
百
、
耐
爲
司
寇
。
不
盈
到
百
、
罰
金
八
兩
。
不
盈
到
一
錢
、
罰
金
（「
盜
律
」、
第
一
四
簡
・
一

五
簡
）

賊
燔
寺
舍
・
民
室
屋
・
廬
舍
・
積
㝡
（
聚
）、
髡
爲
城
旦
舂
。
其
失
火
延
燔
之
、
罰
金
四
兩
、
責
所
燔
。（「
賊
律
」、
第
二
五
簡
）

　

二
年
律
令
に
は
こ
れ
ら
に
相
當
す
る
條
文
が
見
え
る
。

盜
臧
（
贓
）
直
（
値
）
過
六
百
六
十
錢
、
黥
爲
城
旦
舂
。
六
百
六
十
到
二
百
廿
錢
、
完
爲
城
旦
舂
。
不
盈
二
百
廿
到
百
一
十
錢
、
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耐
爲
隸
臣
妾
。
不
盈
百
一
十
到
廿
二
錢
、
罰
金
四
兩
。
不
盈
廿
二
錢
到
一
錢
、
罰
金
一
兩
。（「
盜
律
」、
第
五
五
簡
・
五
六
簡
）

賊
燔
寺
舍
・
民
室
屋
・
廬
舍
・
積
㝡
（
聚
）、
黥
爲
城
旦
舂
。
其
失
火
延
燔
之
、
罰
金
四
兩
、
責
所
燔
。（「
賊
律
」、
第
四
簡
・
五

簡
）

　

先
述
の
通
り
、
胡
家
草
場
漢
律
令
第
一
四
簡
で
は
竊
取
し
た
財
物
の
價
値
に
應
じ
て
刑
罰
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。
二
年
律
令
第
五
五

簡
・
五
六
簡
と
比
較
す
る
と
、
構
成
要
件
と
法
定
刑
に
違
い
が
あ
る
も
の
の
、
最
も
重
い
刑
罰
が
適
用
さ
れ
る
の
は
、
胡
家
草
場
漢
律

令
で
は
六
〇
〇
錢
以
上
、
二
年
律
令
で
は
六
六
〇
錢
超
と
な
っ
て
お
り
、
金
額
が
近
似
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
行
爲
に
對
し
、
前
者
で

は
「
髡
爲
城
旦
舂
」、
後
者
で
は
「
黥
爲
城
旦
舂
」
が
法
定
刑
と
し
て
設
け
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
胡
家
草
場
漢
律
令
第
二
五
簡
と
二

年
律
令
第
四
簡
・
五
簡
は
、「
髡
」
と
「
黥
」
以
外
は
一
字
も
違
い
が
な
い
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
二
年
律
令
で
は
「
黥
」
と
さ
れ
て
い
た
法
定
刑
が
、
胡
家
草
場
漢
律
令
で
は
い
ず
れ
も
「
髡
」
に
置
き
換
え
ら
れ

て
い
る
。
こ
れ
は
胡
家
草
場
漢
律
令
が
文
帝
十
三
年
の
刑
制
改
革
を
經
た
後
の
も
の
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
な
お
、「
髡
」
は

本
來
な
ら
ば
「
髡
鉗
」
と
記
さ
れ
て
然
る
べ
き
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、「
鉗
」
が
省
略
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

　

も
っ
と
も
、
胡
家
草
場
漢
律
令
の
中
に
は
、
一
見
す
る
と
肉
刑
の
存
在
を
窺
わ
せ
る
條
文
も
見
え
る
。

大
夫
以
上
年
五
十
八
、
不
更
六
十
二
、
簪
褭
六
十
三
、
上
造
六
十
四
、
公
士
六
十
五
、
士
五
（
伍
）
六
十
六
、
隱
官
六
十
七
、
皆

爲
免
老
。（「
傅
律
」、
第
八
六
簡
）

　

本
條
は
身
分
に
應
じ
て
「
免
老
」
の
年
齡
を
定
め
た
も
の
で
あ
る
。
免
老
と
は
一
定
の
老
齡
へ
達
し
た
こ
と
に
よ
り
、
徭
役
を
免
除

さ
れ
た
者
を
い
う
。
見
ら
れ
る
通
り
、
身
分
が
高
け
れ
ば
高
い
ほ
ど
、
免
老
の
年
齡
が
早
く
な
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
注
目
さ
れ
る
の

は
、「
隱
官
」
が
見
え
る
こ
と
で
あ
る
。
隱
官
と
は
肉
刑
を
受
け
た
者
が
赦
免
さ
れ
た
後
に
與
え
ら
れ
る
身
分
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
隱

官
は
肉
刑
が
存
在
す
る
こ
と
を
前
提
と
す
る
。
し
か
し
、
文
帝
十
三
年
以
前
に
肉
刑
を
受
け
た
者
が
、
肉
刑
廢
止
後
も
あ
る
程
度
存
命
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し
て
い
た
は
ず
で
、
そ
れ
ゆ
え
本
條
の
よ
う
な
規
定
が
し
ば
ら
く
の
間
必
要
と
さ
れ
て
い
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　

ち
な
み
に
、
二
年
律
令
「
傅
律
」
に
は
、

大
夫
以
上
年
五
十
八
、
不
更
六
十
二
、
簪
褭
六
十
三
、
上
造
六
十
四
、
公
士
六
十
五
、
公
卒
以
下
六
十
六
、
皆
爲
免
老
。（
第
三

五
六
簡
）

と
あ
り
、
本
條
と
ほ
ぼ
同
じ
條
文
が
見
え
る
が
、
本
條
で
は
「
士
五
（
伍
）
六
十
六
、
隱
官
六
十
七
」
と
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
、
二

年
律
令
で
は
「
公
卒
以
下
六
十
六
」
に
作
る
。
二
年
律
令
「
戸
律
」
に
は
、

關
内
侯
九
十
五
頃
、
大
庶
長
九
十
頃
、
駟
車
庶
長
八
十
八
頃
、
大
上
造
八
十
六
頃
、
少
上
造
八
十
四
頃
、
右
更
八
十
二
頃
、
中
更

八
十
頃
、
左
更
七
十
八
頃
、
右
庶
長
七
十
六
頃
、
左
庶
長
七
十
四
頃
、
五
大
夫
廿
五
頃
、
公
乘
廿
頃
、
公
大
夫
九
頃
、
官
大
夫
七

頃
、
大
夫
五
頃
、
不
更
四
頃
、
簪
褭
三
頃
、
上
造
二
頃
、
公
士
一
頃
半
頃
、
公
卒
・
士
五
（
伍
）・
庶
人
各
一
頃
、
司
寇
・
隱
官

各
五
十
畝
。

と
あ
り
、
國
家
が
吏
・
民
に
對
し
、
爵
位
や
身
分
に
應
じ
て
支
給
す
る
農
地
の
面
積
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。
面
積
が
廣
い
順
に
記
さ
れ

て
い
る
の
で
、
爵
位
・
身
分
が
高
い
順
に
列
擧
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
末
尾
に
「
公
卒
・
士
五
（
伍
）・
庶
人
各

一
頃
、
司
寇
・
隱
官
各
五
十
畝
」
と
あ
る
の
も
、
身
分
の
高
い
順
か
ら
公
卒
・
士
伍
・
庶
人
・
司
寇
・
隱
官
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て

い
る
。
二
年
律
令
「
傅
律
」
の
「
公
卒
以
下
」
を
文
字
通
り
に
理
解
す
る
と
、
公
卒
・
士
伍
・
庶
人
・
司
寇
・
隱
官
、
及
び
司
寇
・
隱

官
よ
り
も
さ
ら
に
身
分
の
低
い
者
、
す
な
わ
ち
隸
臣
妾
・
鬼
薪
白
粲
・
城
旦
舂
を
も
指
す
こ
と
に
な
る
。

　

し
か
し
、
い
く
ら
身
分
刑
と
は
い
え
、
國
家
か
ら
す
れ
ば
、
刑
徒
は
勞
役
に
從
事
す
る
こ
と
こ
そ
が
存
在
意
義
な
の
で
あ
る
か
ら
、

國
家
が
司
寇
・
隸
臣
妾
・
鬼
薪
白
粲
・
城
旦
舂
ま
で
免
老
の
對
象
と
し
て
い
た
と
は
考
え
が
た
い
。
も
し
彼
ら
ま
で
免
老
の
對
象
と
さ

れ
て
い
た
と
す
れ
ば
、
既
に
免
老
の
年
齡
に
達
し
て
い
る
者
が
、
身
分
刑
に
あ
た
る
罪
を
犯
し
た
と
し
て
も
、
勞
役
に
從
事
し
な
く
て
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よ
く
な
っ
て
し
ま
う
（
（1
（

。
そ
れ
ゆ
え
、
少
な
く
と
も
司
寇
な
ど
の
刑
徒
は
「
公
卒
以
下
」
に
含
ま
れ
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

一
方
、
隱
官
は
刑
徒
の
身
分
よ
り
解
放
さ
れ
た
身
で
あ
る
か
ら
、
免
老
の
對
象
と
さ
れ
て
い
て
も
不
思
議
で
は
な
い
。
し
か
し
、
胡

家
草
場
漢
律
令
で
は
隱
官
の
免
老
の
年
齡
が
六
七
歳
と
さ
れ
、
士
伍
の
六
六
歳
と
區
別
さ
れ
て
い
る
。
假
に
二
年
律
令
の
「
公
卒
以

下
」
に
隱
官
が
含
ま
れ
て
い
た
と
す
る
と
、
二
年
律
令
以
降
、
わ
ざ
わ
ざ
隱
官
を
公
卒
以
下
と
區
別
し
、
免
老
の
年
齡
を
一
年
遲
ら
せ

た
こ
と
に
な
る
が
、
そ
の
よ
う
な
改
革
を
行
う
べ
き
理
由
が
あ
っ
た
と
は
考
え
が
た
い
。
ま
し
て
や
、
胡
家
草
場
漢
律
令
第
八
六
簡
の

規
定
が
文
帝
刑
制
改
革
の
と
き
、
あ
る
い
は
そ
れ
以
後
に
制
定
さ
れ
た
と
す
る
と
、
隱
官
の
免
老
の
年
齡
を
一
年
遲
ら
せ
た
こ
と
は
、

「
收
」
制
度
・
肉
刑
の
廢
止
、
及
び
身
分
刑
か
ら
勞
役
刑
へ
の
轉
換
と
い
う
、
文
帝
刑
制
改
革
に
お
け
る
刑
罰
輕
減
の
傾
向
と
矛
盾
す

る
。
そ
れ
ゆ
え
、
二
年
律
令
の
「
公
卒
」
以
下
は
隱
官
を
含
ん
で
お
ら
ず
、
公
卒
・
士
伍
・
庶
人
の
み
を
指
す
と
解
さ
れ
る
。

　

す
る
と
、
隱
官
の
免
老
に
關
し
て
は
、
以
下
の
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
二
年
律
令
の
時
期
に
お
い
て
も
、

隱
官
の
免
老
に
關
す
る
規
定
が
設
け
ら
れ
て
い
た
が
、
二
年
律
令
第
三
五
六
簡
で
は
書
寫
者
が
省
略
し
た
か
、
あ
る
い
は
別
條
で
定
め

ら
れ
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。
そ
の
場
合
、
隱
官
の
免
老
の
年
齡
は
六
七
歳
で
、
公
卒
・
士
伍
・
庶
人
と
は
區
別
さ
れ
て
い
た
と
推
測

さ
れ
る
。
あ
る
い
は
、
二
年
律
令
の
時
期
で
は
隱
官
が
免
老
の
對
象
と
さ
れ
て
お
ら
ず
、
文
帝
十
三
年
の
肉
刑
廢
止
に
伴
っ
て
、
隱
官

も
免
老
の
對
象
と
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
な
く
も
な
い
。

　

い
ず
れ
に
せ
よ
、
隱
官
が
見
え
る
こ
と
は
、
胡
家
草
場
漢
律
令
が
文
帝
十
三
年
の
刑
制
改
革
を
經
た
後
の
も
の
で
あ
る
と
い
う
解
釋

と
矛
盾
し
な
い
。
も
っ
と
も
、
胡
家
草
場
漢
簡
は
ま
だ
一
部
の
圖
版
・
釋
文
が
公
表
さ
れ
た
に
過
ぎ
ず
、
未
公
表
部
分
に
肉
刑
に
關
す

る
規
定
が
含
ま
れ
て
い
る
可
能
性
も
否
定
で
き
な
い
が
、
た
と
え
そ
う
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
既
に
死
文
化
し
て
い
た
も
の
が
殘
っ
て

い
る
に
過
ぎ
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
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第
四
節　

贖
刑
と
罰
金
刑

　
「
贖
」
と
は
財
産
刑
の
一
種
で
、
少
な
く
と
も
漢
で
は
黄
金
あ
る
い
は
そ
れ
に
相
當
す
る
錢
を
納
入
さ
せ
る
刑
罰
で
あ
っ
た
（
（2
（

。
贖
刑

は
黄
金
な
ど
を
納
入
さ
せ
る
代
わ
り
に
、
本
來
適
用
す
べ
き
刑
罰
を
免
除
す
る
と
い
う
、
代
替
刑
（
換
刑
）
と
し
て
用
い
ら
れ
る
場
合

も
あ
れ
ば
、
各
條
文
に
お
い
て
、
各
犯
罪
に
對
す
る
法
定
刑
と
し
て
設
け
ら
れ
て
い
る
場
合
も
あ
っ
た
（
（2
（

。

　

贖
刑
は
、
具
體
的
に
は
「
贖
黥
」・「
贖
耐
」
な
ど
、「
贖
」
＋
刑
罰
名
と
し
て
示
さ
れ
る
。
二
年
律
令
「
具
律
」
に
は
、

贖
死
、
金
二
斤
八
兩
。
贖
城
旦
舂
・
鬼
薪
白
粲
、
金
一
斤
八
兩
。
贖
斬
・
府
（
腐
）、
金
一
斤
四
兩
。
贖
劓
・
黥
、
金
一
斤
。
贖

耐
、
金
十
二
兩
。
贖
䙴
（
遷
）、
金
八
兩
。（
第
一
一
九
簡
）

と
あ
り
、
贖
刑
の
種
類
と
、
納
入
す
べ
き
黄
金
の
重
量
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。
法
定
刑
と
し
て
の
贖
刑
の
場
合
、
代
替
刑
と
し
て
の
贖

刑
と
異
な
り
、
本
來
適
用
す
べ
き
刑
罰
は
贖
刑
そ
の
も
の
で
あ
る
か
ら
、
贖
黥0

・
贖
耐0

な
ど
、「
贖
」
＋
刑
罰
名
の
う
ち
刑
罰
名
の
部

分
は
、
本
來
の
刑
罰
と
し
て
の
意
味
を
持
た
ず
、
單
な
る
贖
刑
の
輕
重
を
示
す
指
標
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。

　

二
年
律
令
に
は
贖
刑
の
他
に
「
罰
金
」
と
い
う
刑
罰
が
設
け
ら
れ
て
お
り
、
こ
れ
も
黄
金
あ
る
い
は
そ
れ
に
相
當
す
る
錢
を
納
入
さ

せ
る
刑
罰
で
あ
っ
た
（
（2
（

。
罰
金
に
は
一
斤
・
八
兩
・
四
兩
・
二
兩
・
一
兩
と
い
う
等
級
が
見
え
る
。
筆
者
が
以
前
疑
問
と
し
て
提
示
し
た

通
り
、
こ
れ
ら
の
う
ち
一
斤
は
贖
劓
・
贖
黥
、
八
兩
は
贖
遷
で
納
入
す
べ
き
黄
金
の
重
量
で
も
あ
り
、
贖
刑
と
罰
金
刑
の
間
に
は
重
複

が
見
ら
れ
る
（
（2
（

。

　

胡
家
草
場
漢
律
令
で
は
こ
れ
を
解
消
す
る
た
め
か
、
二
年
律
令
で
は
贖
刑
を
法
定
刑
と
し
て
い
た
も
の
が
、
罰
金
に
置
き
換
え
ら
れ

て
い
る
例
が
あ
る
。

船
人
渡
人
而
流
殺
人
、
耐
之
。
船
嗇
夫
・
吏
主
者
贖
耐
。
其
殺
馬
牛
及
傷
人
、
船
人
贖
耐
。
船
嗇
夫
・
吏
贖
䙴
（
遷
）。（
二
年
律
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令
「
賊
律
」、
第
六
簡
）

船
人
渡
人
而
流
殺
人
、
耐
爲
司
寇
。
船
嗇
夫
・
吏
主
者
罰
金
十
二
兩
。
其
殺
馬
牛
及
傷
人
、
船
人
罰
金
十
二
兩
。
船
嗇
夫
・
吏
罰

金
八
兩
。（
胡
家
草
場
漢
律
令
「
賊
律
」、
第
二
六
簡
・
二
七
簡
）

當
戍
、
已
受
令
而
逋
不
行
盈
七
日
、
若
戍
盜
去
署
及
亡
過
一
日
到
七
日
、
贖
耐
。（
二
年
律
令
「
興
律
」、
第
三
九
八
簡
）

諸
當
戍
、
已
受
令
而
逋
不
行
盈
五
日
、
若
盜
去
署
及
亡
過
一
日
到
五
日
、
罰
金
十
二
兩
。（
胡
家
草
場
漢
律
令
「
興
律
」、
第
四
九

簡
・
五
〇
簡
）

越
邑
・
里
・
官
・
市
院
垣
、
若
故
壞
決
道
出
入
、
及
盜
啟
門
戸
、
皆
贖
黥
。（
二
年
律
令
「
雜
律
」、
第
一
八
二
簡
）

越
邑
・
里
・
官
・
市
院
垣
、
若
故
壞
決
道
出
入
、
及
盜
啟
門
戸
、
皆
罰
金
一
斤
。（
胡
家
草
場
漢
律
令
「
雜
律
」、
第
五
六
簡
）

　

見
ら
れ
る
よ
う
に
、
贖
黥
が
罰
金
一
斤
、
贖
耐
が
罰
金
十
二
兩
、
贖
遷
が
罰
金
八
兩
に
そ
れ
ぞ
れ
改
め
ら
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
黄

金
の
重
量
自
體
は
變
わ
っ
て
い
な
い
の
で
、
事
實
上
刑
罰
の
名
稱
だ
け
が
改
定
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。
二
年
律
令
で
は
贖
刑
で
あ
っ
た

も
の
が
罰
金
刑
へ
改
め
ら
れ
て
い
る
例
と
し
て
、
以
前
拙
著
で
も
提
示
し
た
通
り
、
他
に
も
次
の
よ
う
な
例
が
あ
る
（
（2
（

。

毆
兄
姊
及
親
父
母
之
同
産
、
耐
爲
隸
臣
妾
。
其
奊
訽
詈
之
、
贖
黥
。（
二
年
律
令
「
賊
律
」、
第
四
一
簡
）

毆
親
父
母
及
〈
之
〉
同
産
（
（2
（

、
耐
爲
司
寇
・
作
如
司
寇
。
其
奊
訽
詈
之
、
罰
金
一
斤
。（
懸
泉
漢
簡
Ⅱ
〇
一
一
五
③
：
四
二
一
（
（2
（

）

　

懸
泉
漢
簡
に
記
さ
れ
て
い
る
紀
年
の
う
ち
、
最
も
早
い
も
の
は
前
漢
・
武
帝
の
元
鼎
六
年
（
紀
元
前
一
一
一
年
）、
最
も
遲
い
も
の
は

後
漢
・
安
帝
の
永
初
元
年
（
一
〇
七
年
）
で
、
中
で
も
前
漢
後
期
の
宣
帝
・
元
帝
・
成
帝
期
の
も
の
が
最
も
多
い
（
（2
（

。
い
ず
れ
に
せ
よ
、

二
年
律
令
よ
り
も
は
る
か
後
の
時
代
の
も
の
で
あ
る
。
や
は
り
贖
黥
が
罰
金
一
斤
に
改
め
ら
れ
て
い
る
。
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し
か
し
、
呂
后
二
年
の
二
年
律
令
か
ら
文
帝
刑
制
改
革
後
の
胡
家
草
場
漢
律
令
へ
至
る
ま
で
の
間
に
、
法
定
刑
と
し
て
の
贖
刑
が
廢

止
さ
れ
、
全
て
罰
金
刑
へ
と
改
め
ら
れ
た
わ
け
で
は
な
さ
そ
う
で
あ
る
。
現
に
、
胡
家
草
場
漢
律
令
の
中
に
も
、
法
定
刑
と
し
て
の
贖

刑
が
一
例
見
え
る
。

匿
罪
人
、
各
與
同
罪
。
舍
若
取
亡
罪
人
爲
庸
、
不
智
（
知
）
其
亡
、
盈
五
日
、
罪
司
寇
以
上
、
各
以
其
贖
論
之
。（「
亡
律
」、
第
三

五
簡
～
三
七
簡
）

　

本
條
の
大
意
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
罪
人
を
匿
え
ば
、
罪
人
と
同
じ
刑
罰
に
處
す
る
。
逃
亡
中
の
罪
人
で
あ
る
こ
と

を
知
ら
ず
に
宿
泊
さ
せ
た
り
、
雇
っ
て
働
か
せ
、
そ
れ
ら
が
五
日
以
上
に
及
び
、
か
つ
罪
人
の
罪
が
司
寇
以
上
に
あ
た
る
場
合
、
そ
れ

ぞ
れ
「
其
の
贖
を
以
て
之
を
論
ず
」、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。「
其
の
贖
を
以
て
之
を
論
ず
」
と
は
、
例
え
ば
罪
人
が
耐
司
寇
の
罪
を
犯

し
た
場
合
、
贖
耐
に
處
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　

ま
た
、
武
帝
期
の
も
の
と
見
ら
れ
る
走
馬
樓
漢
簡
に
は
（
（2
（

、

九
月
丁
卯
、
倉
嗇
夫
午
行
酃
丞
事
、
敢
告
臨
湘
丞
主
、
案
贖
罪
以
下
寫
府
辟
報
爰
書
移
書
到
令
史
可
問
它
言
史
（
第
八
簡
）

と
あ
り
、「
贖
罪
以
下
」
と
い
う
表
現
が
見
え
る
。
こ
れ
は
贖
刑
が
當
時
に
お
い
て
も
、
刑
罰
の
等
級
の
中
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
た

こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。『
晉
書
』
卷
三
〇
刑
法
志
が
引
く
『
新
律
序
略
』
に
、

其
死
刑
有
三
、
髠
刑
有
四
、
完
刑
・
作
刑
各
三
、
贖
刑
十
一
、
罰
金
六
、
雜
抵
罪
七
。

と
あ
り
、
漢
律
令
に
基
づ
い
て
制
定
さ
れ
た
三
國
魏
の
「
新
律
」
で
も
、
贖
刑
は
や
は
り
死
刑
や
勞
役
刑
・
罰
金
刑
な
ど
と
同
列
に
擧

げ
ら
れ
て
い
る
。
贖
刑
は
漢
代
を
通
し
て
正
規
の
刑
罰
と
し
て
設
け
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

か
つ
て
冨
谷
至
氏
は
、
正
刑
と
し
て
の
贖
刑
は
文
帝
十
三
年
の
刑
制
改
革
に
よ
っ
て
勞
役
刑
の
中
へ
吸
收
さ
れ
、
消
滅
し
た
と
い
う

見
解
を
示
し
た
（
（2
（

。
そ
れ
に
對
し
て
、
筆
者
は
以
前
、
贖
刑
は
勞
役
刑
で
は
な
く
罰
金
刑
へ
吸
收
さ
れ
た
と
い
う
見
解
を
提
示
し
た
こ
と
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が
あ
る
（
（3
（

。
胡
家
草
場
漢
律
令
を
見
る
と
、
贖
刑
が
罰
金
刑
へ
改
め
ら
れ
て
い
る
例
が
い
く
つ
か
見
え
る
の
で
、
贖
刑
は
罰
金
刑
へ
吸
收

さ
れ
る
傾
向
に
あ
っ
た
と
い
え
そ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
法
定
刑
と
し
て
の
贖
刑
は
文
帝
刑
制
改
革
に
よ
っ
て
消
滅
し
た
わ
け
で
は
な

く
、
後
々
ま
で
殘
存
し
て
い
た
。
さ
ら
に
い
え
ば
、
法
定
刑
と
し
て
の
贖
刑
の
い
く
つ
か
が
罰
金
刑
へ
改
め
ら
れ
た
の
は
、
文
帝
期
と

は
限
ら
ず
、
呂
后
二
年
以
降
の
呂
后
期
に
行
わ
れ
た
可
能
性
も
否
定
で
き
な
い
。

結　

語

　

本
稿
で
は
胡
家
草
場
漢
律
令
の
う
ち
既
公
表
部
分
に
對
す
る
分
析
を
通
し
て
、
刑
罰
に
關
し
て
え
ら
れ
た
鄙
見
を
披
露
し
た
。
胡
家

草
場
漢
律
令
の
圖
版
・
釋
文
の
全
面
的
な
公
表
を
待
っ
て
か
ら
研
究
に
着
手
す
べ
き
で
は
な
い
か
と
の
批
判
も
あ
ろ
う
が
、
既
公
表
の

簡
文
を
無
視
し
て
秦
漢
刑
法
研
究
を
進
め
る
わ
け
に
も
い
か
な
い
。
全
面
的
に
公
表
さ
れ
た
曉
に
は
、
本
稿
の
内
容
を
再
檢
討
し
た

い
。注（

１
）　

以
下
、
胡
家
草
場
漢
簡
の
概
要
に
つ
い
て
は
、
荊
州
博
物
館
「
湖
北
荊
州
市
胡
家
草
場
墓
地
Ｍ
一
二
發
掘
簡
報
」（『
考
古
』
二
〇
二
〇

年
第
二
期
）、
李
志
芳
・
蔣
魯
敬
「
湖
北
荊
州
市
胡
家
草
場
西
漢
墓
Ｍ
一
二
出
土
簡
牘
概
述
」（『
考
古
』
二
〇
二
〇
年
第
二
期
）、「
荊
州
胡

家
草
場
西
漢
墓
Ｍ
一
二
出
土
的
簡
牘
」（
中
國
文
化
遺
産
研
究
院
編
『
出
土
文
獻
研
究
』
第
一
八
輯
、
中
西
書
局
、
二
〇
二
〇
年
）、
李
志

芳
・
蔣
魯
敬
「
湖
北
荊
州
胡
家
草
場
西
漢
墓
」（
國
家
文
物
局
編
『
二
〇
一
九
中
國
重
要
考
古
發
現
』
文
物
出
版
社
、
二
〇
二
〇
年
）、
荊
州

博
物
館
・
武
漢
大
學
簡
帛
研
究
中
心
編
著
『
荊
州
胡
家
草
場
西
漢
簡
牘
選
粹
』
文
物
出
版
社
、
二
〇
二
一
年
）「
前
言
」
な
ど
參
照
。

（
２
）　

❶
「
湖
北
荊
州
出
土
珍
貴
西
漢
簡
牘
和
戰
國
楚
簡
極
具
學
術
價
値
」（
中
國
新
聞
網
、https://w

w
w

.chinanew
s.com

.cn/cul/2019/ 
05-06/8829027.shtm

l

、
二
〇
一
九
年
五
月
六
日
）、
❷
李
志
芳
「
十
大
考
古
候
選
項
目
：
湖
北
荆
州
胡
家
草
場
西
漢
墓
地
發
現
大
量
秦
漢

簡
牘
」（
中
國
文
博
微
信
、https://w

eibo.com
/u/3896555376

、
二
〇
二
〇
年
一
月
一
三
日
）、
❸
李
志
芳
・
蔣
魯
敬
「
湖
北
荊
州
市
胡
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家
草
場
西
漢
墓
Ｍ
一
二
出
土
簡
牘
概
述
」、
❹
「
荊
州
胡
家
草
場
西
漢
墓
Ｍ
一
二
出
土
的
簡
牘
」、
❺
「
湖
北
荊
州
胡
家
草
場
西
漢
墓
」、
❻

何
有
祖
・
李
志
芳
「
張
家
山
漢
簡
《
二
年
律
令
》
新
編
（
二
則
）」（『
江
漢
考
古
』
二
〇
二
〇
年
第
三
期
）、
❼
何
有
祖
・
劉
盼
・
蔣
魯
敬

「
張
家
山
漢
簡
《
二
年
律
令
・
賜
律
》
簡
序
新
探
─
以
胡
家
草
場
漢
簡
爲
線
索
」（『
文
物
』
二
〇
二
〇
年
第
八
期
）
な
ど
參
照
。
律
令
に

限
っ
て
い
え
ば
、
以
上
の
う
ち
❷
・
❸
・
❻
に
は
『
選
粹
』
に
も
收
録
さ
れ
て
い
な
い
竹
簡
の
圖
版
あ
る
い
は
釋
文
が
見
え
る
。

（
３
）　

曹
旅
寧
「
從
胡
家
草
場
漢
律
簡
《
賊
律
》
條
文
看
秦
漢
髡
刑
及
漢
文
帝
廢
除
肉
刑
」（
簡
帛
網
、http://w

w
w

.bsm
.org.cn/?hanjian/ 

8465.htm
l

、
二
〇
二
一
年
）
參
照
。

（
４
）　

二
年
律
令
「
收
律
」
に
「
罪
人
完
城
旦
・
鬼
薪
以
上
、
及
坐
奸
府
（
腐
）
者
、
皆
收
其
妻
子
・
財
・
田
宅
」（
第
一
七
四
簡
）
と
あ
り
、

「
收
」
と
は
完
城
旦
・
耐
鬼
薪
以
上
の
刑
罰
、
あ
る
い
は
姦
罪
に
よ
り
腐
刑
（
宮
刑
）
を
受
け
た
者
の
田
宅
・
財
物
・
妻
子
を
沒
收
す
る
こ

と
で
あ
る
。

（
５
）　

胡
家
草
場
漢
律
令
の
簡
番
號
・
釋
文
は
、
本
稿
で
は
全
て
『
選
粹
』
に
よ
っ
た
。

（
６
）　

拙
稿
「
漢
初
三
族
刑
的
變
遷
」（
朱
騰
・
王
沛
・
水
間
大
輔
『
國
家
形
態
・
思
想
・
制
度
─
先
秦
秦
漢
法
律
史
的
若
干
問
題
研
究
』

廈
門
大
學
出
版
社
、
二
〇
一
四
年
。
二
〇
一
二
年
原
載
）
參
照
。

（
７
）　

張
家
山
漢
簡
の
簡
番
號
・
釋
文
は
武
漢
大
學
簡
帛
研
究
中
心
・
荊
州
博
物
館
・
早
稻
田
大
學
長
江
流
域
文
化
研
究
所
編
『
二
年
律
令
與

奏
讞
書
』（
上
海
古
籍
出
版
社
、
二
〇
〇
七
年
）
に
よ
っ
た
。
二
年
律
令
は
呂
后
二
年
の
も
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
中
に
三
族
刑
が
定
め
ら

れ
て
い
る
の
は
、
一
見
す
る
と
、
呂
后
元
年
に
三
族
刑
が
廢
止
さ
れ
た
と
す
る
鄙
見
と
矛
盾
す
る
。
し
か
し
、
二
年
律
令
の
中
に
は
廢
止
後

の
條
文
も
含
ま
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
詳
し
く
は
拙
稿
「
漢
初
三
族
刑
的
變
遷
」
を
參
照
さ
れ
た
い
。

（
８
）　

彭
浩
「
讀
胡
家
草
場
漢
簡
札
記
兩
則
」（
簡
帛
網
、http://w

w
w

.bsm
.org.cn/?hanjian/8462.htm

l

、
二
〇
二
一
年
）
參
照
。

（
９
）　

荆
州
地
區
博
物
館
「
江
陵
張
家
山
兩
座
漢
墓
出
土
大
批
竹
簡
」（『
文
物
』
一
九
九
二
年
第
九
期
）
參
照
。
同
稿
で
は
第
三
三
六
號
墓
で

は
な
く
第
一
三
六
號
墓
と
さ
れ
て
い
る
が
、
同
稿
に
先
立
っ
て
發
表
さ
れ
た
陳
跃
鈞
「
江
陵
縣
張
家
山
漢
墓
竹
簡
」（
中
國
考
古
學
會
編

『
中
國
考
古
學
年
鑑
』
一
九
八
七
、
文
物
出
版
社
、
一
九
八
八
年
）
で
は
第
三
三
六
號
墓
と
さ
れ
て
お
り
、
現
在
に
至
る
ま
で
さ
ま
ざ
ま
な

研
究
者
も
こ
れ
に
從
っ
て
い
る
。

（
10
）　

彭
浩
「
讀
胡
家
草
場
漢
簡
札
記
兩
則
」
參
照
。
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（
11
）　

彭
浩
「
讀
胡
家
草
場
漢
簡
札
記
兩
則
」
參
照
。

（
12
）　

曹
旅
寧
「
胡
家
草
場
漢
簡
《
賊
律
》「
以
城
邑
亭
障
反
」
條
應
是
文
帝
以
後
漢
律
」（
簡
帛
網
、http://w

w
w

.bsm
.org.cn/?hanjian/ 

8476.htm
l

、
二
〇
二
一
年
）
參
照
。

（
13
）　

滋
賀
秀
三
『
清
代
中
國
の
法
と
裁
判
』（
創
文
社
、
一
九
八
四
年
）
二
三
～
二
九
頁
（
一
九
六
〇
年
原
載
）
參
照
。

（
14
）　

當
時
の
「
過
失
殺
人
」・「
戲
殺
人
」
に
つ
い
て
は
、
詳
し
く
は
拙
著
『
秦
漢
刑
法
研
究
』（
知
泉
書
館
、
二
〇
〇
七
年
）
一
〇
三
～
一

〇
九
頁
（
二
〇
〇
三
年
原
載
）
參
照
。

（
15
）　
「
二
千
石
官
丞
」
は
「
二
千
石
官
の
丞
」
と
も
「
二
千
石
官
と
丞
」
と
も
讀
め
る
。
し
か
し
、
後
者
が
正
し
い
こ
と
は
、
拙
稿
「
秦
漢

時
期
承
擔
覆
獄
的
機
關
與
官
吏
」（
武
漢
大
學
簡
帛
研
究
中
心
編
『
簡
帛
』
第
七
輯
、
上
海
古
籍
出
版
社
、
二
〇
一
二
年
）
參
照
。

（
16
）　

拙
稿
「
秦
漢
時
期
承
擔
覆
獄
的
機
關
與
官
吏
」
參
照
。

（
17
）　

以
下
、
睡
虎
地
秦
簡
出
土
以
降
の
城
旦
舂
・
鬼
薪
白
粲
・
隸
臣
妾
・
司
寇
を
め
ぐ
る
研
究
の
動
向
に
つ
い
て
は
、
籾
山
明
「
秦
漢
刑
罰

史
研
究
の
現
狀
─
刑
期
を
め
ぐ
る
論
爭
を
中
心
に
─
」（
同
氏
『
中
國
古
代
訴
訟
制
度
の
研
究
』
京
都
大
學
學
術
出
版
會
、
二
〇
〇
六

年
。
一
九
九
五
年
原
載
）、
陳
中
龍
「
秦
漢
刑
徒
研
究
評
述
」（『
簡
牘
學
報
』
第
一
八
期
、
二
〇
〇
二
年
）、
拙
稿
「
二
一
世
紀
日
本
秦
漢
律

令
研
究
的
動
態
」（
朱
勇
編
『
中
華
法
系
』
第
六
卷
、
法
律
出
版
社
、
二
〇
一
五
年
）
な
ど
參
照
。

（
18
）　

宮
宅
潔
『
中
國
古
代
刑
制
史
の
研
究
』（
京
都
大
學
學
術
出
版
會
、
二
〇
一
一
年
）
九
六
～
一
〇
二
頁
（
二
〇
〇
六
年
原
載
）
參
照
。

（
19
）　

二
年
律
令
「
具
律
」
に
「
公
士
・
公
士
妻
及
□
□
行
年
七
十
以
上
、
若
年
不
盈
十
七
歳
、
有
罪
當
刑
者
、
皆
完
之
」（
第
八
三
簡
）
と

あ
り
、
七
〇
歳
以
上
の
者
が
「
刑
」
す
な
わ
ち
肉
刑
に
あ
た
る
罪
を
犯
し
た
場
合
、
肉
刑
を
免
除
す
る
と
定
め
ら
れ
て
い
る
が
、
身
分
刑
は

免
除
さ
れ
な
か
っ
た
。
秦
律
令
及
び
二
年
律
令
ま
で
の
漢
律
令
で
は
、
老
齡
を
も
っ
て
身
分
刑
を
免
除
す
る
規
定
は
見
え
な
い
。
た
だ
し
、

文
帝
十
三
年
に
身
分
刑
が
勞
役
刑
へ
轉
換
さ
れ
た
後
で
は
、
老
齡
を
も
っ
て
刑
罰
そ
の
も
の
を
免
除
す
る
規
定
が
見
え
る
。
す
な
わ
ち
、

『
漢
書
』
卷
八
宣
帝
紀
元
康
四
年
條
に
「
四
年
春
正
月
、
詔
曰
（
中
略
）
自
今
以
來
、
諸
年
八
十
以
上
、
非
誣
告
殺
傷
人
、
佗
皆
勿
坐
」、
武

威
市
磨
咀
子
第
一
八
號
墓
出
土
「
王
杖
十
簡
」
に
「
制
詔
御
史
曰
、
年
七
十
受
王
杖
者
、
比
六
百
石
、
入
官
廷
不
趨
、
犯
罪
耐
以
上
毋
二
尺

告
劾
」（
第
二
簡
）、
武
威
市
磨
咀
子
漢
墓
出
土
「
王
杖
詔
令
册
」
に
「
制
詔
御
史
、
年
七
十
以
上
、
人
所
尊
敬
也
。
非
首
（
手
）
殺
傷
人
、

毋
告
劾
、
它
毋
所
坐
」（
第
一
簡
）、
武
威
市
旱
灘
坡
漢
墓
出
土
「
王
杖
斷
簡
」
に
「
制
詔
御
史
、
奏
年
七
十
以
上
、
比
吏
六
百
石
、
出
入
官

（201）
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府
不
趨
、
毋
二
尺
告
刻
〈
劾
〉」（
第
一
簡
）
と
あ
り
、
八
〇
歳
以
上
、
後
に
七
〇
歳
以
上
の
者
は
、
一
部
の
犯
罪
を
除
き
、
罪
に
問
わ
れ
な

か
っ
た
。

　
　

王
杖
十
簡
の
簡
番
號
・
釋
文
は
中
國
科
學
院
考
古
研
究
所
・
甘
肅
省
博
物
館
編
『
王
杖
十
簡
』（
文
物
出
版
社
、
一
九
六
四
年
）、
王
杖
詔

令
册
の
簡
番
號
・
釋
文
は
武
威
縣
博
物
館
「
武
威
新
出
王
杖
詔
令
册
」（
甘
肅
省
文
物
工
作
隊
・
甘
肅
省
博
物
館
編
『
漢
簡
研
究
文
集
』
甘

肅
人
民
出
版
社
、
一
九
八
四
年
）、
王
杖
斷
簡
の
簡
番
號
・
釋
文
は
武
威
地
區
博
物
館
「
甘
肅
武
威
旱
灘
坡
東
漢
墓
」（『
文
物
』
一
九
九
三

年
第
一
〇
期
）
に
よ
っ
た
。

（
20
）　

二
年
律
令
「
金
布
律
」
に
「
有
罰
・
贖
・
責
（
債
）
當
入
金
、
欲
以
平
賈
（
價
）
入
錢
、
及
當
受
購
・
償
而
毋
金
、
及
當
出
金
・
錢
縣

官
而
欲
以
除
其
罰
・
贖
・
責
（
債
）、
及
爲
人
除
者
、
皆
許
之
」（
第
四
二
七
簡
）
と
あ
り
、
贖
刑
の
場
合
、
黄
金
の
代
わ
り
に
錢
で
納
入
す

る
こ
と
も
認
め
ら
れ
て
い
た
。

（
21
）　

角
谷
常
子
「
秦
漢
時
代
の
贖
刑
」（
梅
原
郁
編
『
前
近
代
中
國
の
刑
罰
』
京
都
大
學
人
文
科
學
研
究
所
、
一
九
九
六
年
）、
冨
谷
至
『
秦

漢
刑
罰
制
度
の
研
究
』（
同
朋
舍
、
一
九
九
八
年
）
六
九
～
七
四
頁
、
林
炳
德
「『
張
家
山
漢
簡
』「
二
年
律
令
」

 

刑
罰
制
度
（
Ⅰ
）
─

肉
刑

 

罰
金
刑
・
贖
刑
─
」（『
中
國
史
研
究
』（
韓
國
）
第
一
九
輯
、
二
〇
〇
二
年
）、
張
建
國
「
論
西
漢
初
期
的
贖
」（『
政
法
論
壇
』

二
〇
〇
二
年
第
五
期
）、
李
均
明
「
張
家
山
漢
簡
所
見
刑
罰
等
序
及
相
關
問
題
」（
饒
宗
頤
編
『
華
學
』
第
六
輯
、
紫
禁
城
出
版
社
、
二
〇
〇

三
年
）、
拙
著
『
秦
漢
刑
法
研
究
』（
知
泉
書
館
、
二
〇
〇
七
年
）
六
四
・
六
五
頁
な
ど
參
照
。

（
22
）　

注
（
20
）
で
引
用
し
た
二
年
律
令
「
金
布
律
」
の
條
文
に
よ
る
と
、
罰
金
の
場
合
で
も
錢
で
納
入
す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
て
い
た
。

（
23
）　

拙
著
『
秦
漢
刑
法
研
究
』
七
〇
～
七
二
頁
參
照
。

（
24
）　

拙
著
『
秦
漢
刑
法
研
究
』
七
一
・
七
二
頁
參
照
。

（
25
）　
「
及
」
は
「
之
」
の
誤
り
で
あ
ろ
う
。
拙
著
『
秦
漢
刑
法
研
究
』
九
四
頁
參
照
。

（
26
）　

懸
泉
漢
簡
の
簡
番
號
・
釋
文
は
胡
平
生
・
張
德
芳
『
敦
煌
懸
泉
漢
簡
釋
粹
』（
上
海
古
籍
出
版
社
、
二
〇
〇
一
年
）
に
よ
っ
た
。

（
27
）　

甘
肅
簡
牘
博
物
館
・
甘
肅
省
文
物
考
古
研
究
所
・
陝
西
師
範
大
學
人
文
社
會
科
學
高
等
研
究
院
・
清
華
大
學
出
土
文
獻
研
究
與
保
護
中

心
編
『
懸
泉
漢
簡　

壹
』（
中
西
書
局
、
二
〇
一
九
年
）「
前
言
」、
戴
春
陽
「
大
漠
雄
風　

絲
路
瑰
寶
─
敦
煌
懸
泉
置
漢
晉
驛
站
遺
址
考

古
發
掘
」（『
懸
泉
漢
簡　

壹
』）
參
照
。
後
者
で
は
最
古
の
紀
年
が
武
帝
の
太
始
三
年
（
紀
元
前
九
四
年
）、
最
新
の
紀
年
が
和
帝
の
永
元
十
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三
年
（
一
〇
一
年
）
と
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
論
文
は
も
と
も
と
二
〇
〇
〇
年
に
發
表
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
後
懸
泉
漢
簡

の
整
理
の
進
展
に
伴
い
、
最
古
の
紀
年
が
元
鼎
六
年
、
最
新
の
紀
年
が
永
初
元
年
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

（
28
）　

鄭
曙
武
・
張
春
龍
・
宋
少
華
・
黄
樸
華
編
著
『
湖
南
出
土
簡
牘
選
編
』（
嶽
麓
書
社
、
二
〇
一
三
年
）
二
六
六
～
二
六
八
頁
參
照
。
簡

番
號
・
釋
文
も
同
書
に
よ
っ
た
。

（
29
）　

冨
谷
至
『
秦
漢
刑
罰
制
度
の
研
究
』
一
九
四
～
二
〇
六
頁
參
照
。

（
30
）　

拙
著
『
秦
漢
刑
法
研
究
』
七
一
・
七
二
頁
參
照
。

〔
附
記
〕
本
稿
は
中
國
國
家
社
會
科
學
基
金
重
大
項
目
資
助
「
甲
、
金
、
簡
牘
法
制
史
料
彙
纂
通
考
及
數
據
庫
建
設
」（
研
究
代
表
者
：
王

沛
、
項
目
號20&

ZD
180

）
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

（199）


